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近
世
布
引
村
の
開
発
と
和
歌
浦
湾
東
部
の
景
観

藤　

本　

清
二
郎

は
じ
め
に

文
明
一
八
年（
一
四
七
六
）の
蓮
如
筆
「
紀
伊
国
紀
行
」
に
「
藤
白
や
嶋
ヤ
小
嶋
ヲ
ナ
（
眺
）か

ム
レ
ハ　

タ
ヽ
布
引
ノ
シ
ロ
キ
ハ
マ
松
」
と

あ
り（

（
（

、
ま
た
天
正
一
三
年（
一
五
八
五
）秀
吉
が
紀
州
平
定
直
後
に
玉
津
島
に
参
詣
し
、「
打
出
で
て
玉
津
島
よ
り
な
が
む
れ
ば　

み
と
り

立
ち
そ
ふ
布
引
の
松
」（「
紀
州
御
発
向
之
事
」）と
あ
る
。
い
ず
れ
も
松
の
枕
詞
と
し
て
「
布
引
」
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
よ

り
「
布
引
」
と
い
う
地
名
が
存
在
し
た（

（
（

。
現
代
に
お
い
て
こ
の
布
引
は
毛
見
か
ら
続
く
砂
丘
上
に
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、

古
く
か
ら
継
続
し
て
そ
う
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
検
証
が
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

（
（

。
こ
の
近
世
初
期
の
「
布
引
」
の
意
味
す
る
内

容
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
が
本
稿
の
第
一
の
課
題
で
あ
る
。

『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
る
と
、
名
草
郡
の
「
布
引
村
」
は
「
三
葛
村
新
田
」
で
、
村
高
六
一
六
石
五
斗
八
合
と
あ
る
。
一
九
世
紀

初
め
頃
の
内
容
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
遡
っ
て
、
一
七
世
紀
初
め
慶
長
一
八
年（
一
六
一
三
）の
「
紀
伊
州
検
地
高
目
録
」
に
は
そ

の
村
名
が
見
え
な
い（

（
（

。
で
は
、
布
引
村
は
何
時
頃
形
成
さ
れ
、
村
高
を
有
す
る
村
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か（

（
（

。
明
治
初
期
作
成
の
「
布

引
村
図
面
」
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
の
が
本
稿
第
二
の
課
題
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
和
歌
川
の
環
境

変
化
が
布
引
村
と
周
辺
村
々

の
塩
浜
経
営
、
耕
地
維
持
管

理
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

も
若
干
の
検
討
を
行
う
。

上
記
三
点
を
検
討
す
る
た

め
の
史
料
は
、
慶
長
二
〇
年

（
一
六
一
五
）頃
に
描
か
れ
た

名
古
屋
城
本
丸
御
殿
対
面
所

次
之
間
障
壁
画（

（
（

 

と
、
明
治

初
期
に
描
か
れ
た
「
布
引
村

図
面
」・「
三
葛
村
図
面（

（
（

」
お

よ
び
布
引
村
を
含
む
名
草
郡

吉
原
組
の
「
御
用
留
帳
」
類

（
桑
山
家
文
書（

（
（

）で
あ
る
。
布

引
村
周
辺
の
地
形
を
知
る
た

め
に
明
治
一
九
年（
一
八
八

六
）の
地
形
図
を
掲
げ
て
お

く（
第
1
図
）。

明治19年（1886）「参謀本部陸軍部測
量局作成二万分一仮製地形図」（柏書
房『明治前期関西地誌図集成』収録）
和歌山・海南より作成。一部加工。

第1図　布引村周辺の地形図

 24 



一
　
近
世
初
期
、
和
歌
浦
湾
東
部
の
景
観

（
1
） 「
布
引
の
松
」
―
名
古
屋
城
本
丸
対
面
所
障
壁
画
の
分
析
―

名
古
屋
城
本
丸
対
面
所
次
之
間
の
東
西
南
北
四
面
に
描
か
れ
た
障
壁
画（
襖
絵
と
壁
画
を
総
称
）が
あ
る
。
慶
長
二
〇
年（
一
六
一

五
）、
紀
州
藩
主
浅
野
幸
長
の
娘
春
姫
が
尾
張
藩
主
徳
川
義
利（
後
義
直
）に
嫁
ぐ
に
際
し
て
、
婚
礼
儀
式
が
行
わ
れ
る
本
丸
対
面
所
次
之

間
四
面
に
、
狩
野
甚
之
丞
が
紀
ノ
川
・
和
歌
山
城
下
・
吹
上
浜
・
天
神
社
・
玉
津
島
社
・
紀
三
井
寺
の
風
景
と
風
俗
を
描
い
た
。
こ
の

一
連
の
障
壁
画
は
一
七
世
紀
初
め
頃
の
和
歌
浦
湾
内（
西
天
神
山
か
ら
東
毛
見
崎
）の
景
観
を
知
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
な
史
料
で
あ
る（

（
（

。

遠
い
地
へ
嫁
い
だ
春
姫
を
慰
め
る
た
め
描
か
れ
た
も
の
で
、
天
神
社
・
玉
津
島
社
の
社
殿
は
そ
れ
ぞ
れ
慶
長
一
〇
年
・
同
一
一
年（
一
六

〇
五
・
〇
六
）に
造
立
さ
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
社
殿
が
そ
れ
ぞ
れ
北
壁
面
・
西
の
襖
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
西
側
襖
絵
の
南
端
の
襖
に

は
紀
三
井
寺
と
推
測
さ
れ
る
寺
院
境
内
・
門
前
町
等
が
描
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

次
之
間
の
西
面
に
は
四
枚
の
襖
絵
が
存
在
す
る
が
、
第
2
図
は
向
か
っ
て
左（
南
半
分
）の
布
引
松
・
津
屋
・
紀
三
井
寺
・
三
葛
浜
の

描
か
れ
た
二
枚
の
襖
絵
原
画
写
真
を
鉛
筆
で
ト
レ
ー
ス
し
た
も
の
で
あ
る（
文
字
貼
込
は
筆
者
）。
両
サ
イ
ド
に
襖
の
取
手
が
見
え
る
が
、

中
央
部
で
左
右
の
襖
の
境
目
が
あ
る
。
こ
の
襖
絵（
二
枚
）に
描
か
れ
た
絵
の
構
成
を
検
討
し
、
当
時
の
景
観
を
分
析
す
る
。

ま
ず
襖
絵
左
上
に
は
紀
三
井
寺
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
北
西
方
角
か
ら
見
た
絵
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。
境
内
に
は
僧
侶
や
掃
除

を
す
る
使
用
人
な
ど
同
寺
関
係
者
が
描
か
れ
、
ま
た
境
内
南
西
の
崖
上
で
は
供
連
れ
の
武
家
が
遠
方
を
眺
め
て
い
る
。
視
点
の
先
は
淡

路
島
か
四
国
徳
島
方
面
の
海
上
で
あ
ろ
う
。
寺
の
麓
に
は
西
か
ら
山
門
に
向
か
う
門
前
の
道
が
あ
り
、
そ
の
道
沿
い
に
は
南
北
両
側
に

商
い
の
店
が
並
び
、
参
詣
者
が
山
門
に
向
か
い
、
ま
た
山
門
と
は
反
対
方
向
へ
芝
草
を
積
ん
だ
馬
牽
き
が
移
動
し
て
い
る
。

門
前
よ
り
少
し
西
の
辻
で
は
南
北
の
道
と
交
叉
を
し
て
い
る
が
、
こ
の
道
は
和
歌
山
城
下
か
ら
熊
野
に
通
じ
る
街
道
で
、
街
道
集
落
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「名古屋城本丸御殿対面所次之間障壁画」（名古屋城総合センター所蔵）をトレース、加工して作成。

第2図　名古屋城本丸対面所次之間西面襖絵
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の
家
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
路
上
で
薪
を
割
る
人
々
や
天
秤
棒
前
後
の
売
り
物
を
ひ
さ
ぐ
商
人
の
姿
も
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

門
前
と
そ
の
近
く
の
路
上
に
は
多
様
な
人
々
の
行
き
交
い
の
様
子
を
表
現
し
て
い
る
。
正
に
門
前
町
の
風
景
が
描
か
れ
て
い
る（

（1
（

。

次
に
、
左
右
襖
絵
上
部
の
山
々
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
。
左
襖
の
左
上
部
の
二
こ
ぶ
の
山（
貼
込
「
紀
三
井
寺
」
が
一
部
重
な
る
）は
、

紀
三
井
寺
の
あ
る
名
草
山
と
の
間
に
金
雲
が
描
か
れ
て
お
り
、
室
山
で
あ
ろ
う
。
木
立
が
描
か
れ
て
お
り
、
以
下
に
述
べ
る
山
々
よ
り

近
い
こ
と
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
向
こ
う
の
山
に
も
木
立
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
相
対
的
に
近
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
お
り
、
船
尾
山

（
毛
見
山
）が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
向
こ
う
の
少
し
と
が
っ
た
よ
り
高
い
山
に
は
藤
白
坂
や
「
御
所
の
芝
」・「
筆
捨
松
遺
跡
」
が
あ
る
藤

白
の
峯
で
あ
ろ
う
。
そ
の
右
手
の
大
き
な
山
は
下
津
・
大
崎
を
抱
え
る
峯
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
稜
線
裾
部
の
描
き
方
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
前

後
関
係（
手
前
と
向
こ
う
）の
処
理
に
お
い
て
若
干
不
正
確
な
表
現
が
あ
る
。
な
お
右
上
部
の
稜
線
の
手
前
や
右
端
は
ほ
ぼ
全
面
的
に
金

雲
で
隠
さ
れ
て
お
り
、
海
上
風
景
は
省
か
れ
て
い
る（
ト
レ
ー
ス
図
に
金
雲
は
記
し
て
い
な
い
）。

さ
て
、
襖
絵
右
上
部
に
は
海
上
に
「
布
引
の
松
」
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
左
の
名
草
山
・
紀
三
井
寺
の
麓
か
ら
少
し
離
れ
た
海

上
の
位
置
に
あ
り
、
襖
絵
の
右
上
部
は
こ
れ
が
ほ
ぼ
全
体
を
占
め
て
い
る
。
よ
り
詳
細
に
述
べ
れ
ば
、
細
長
い
陸
地
に
一
三
本
の
松
が

帯
状
に
並
ん
で
い
る
。
土
地
は
砂
状
と
推
測
さ
れ
る
。
砂
帯
の
向
こ
う
側
と
手
前
側（
絵
の
上
と
下
）に
は
群
青
色
に
着
色
さ
れ
た
海
が

あ
り
、
海
の
中
に
砂
帯
が
存
在
す
る
こ
と
が
分
か
る（
そ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
砂
帯
は
左
の
襖
絵
の
上
部（
右
端
）向
こ
う

側
の
山
々
の
手
前
に
は
こ
の
砂
帯
の
左
続
き
と
海
の
左
続
き
が
確
認
で
き
る（
ト
レ
ー
ス
図
で
は
貼
込
「
名
草
浜
」
の
左
部
辺
り
）。
原

図（
写
真
）で
は
群
青
色
の
顔
料
が
お
ち
て
、
一
見
し
た
だ
け
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
よ
く
観
察
す
る
と
海
を
示
す
群
青
色
の
連
続
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
群
青
色
の
着
色
部
分
を
第
1
図
で
は
横
線
で
示
し
た
。

こ
の
海
上
部
の
左
端
部（
貼
込
「
名
草
浜
」
の
左
横
、
お
よ
び
貼
込
「
毛
見
崎
」
の
下
部
）に
は
、
群
青
色
の
海
上
に
接
し
て
、
岩
場

と
お
ぼ
し
き
形
状
が
描
か
れ
て
い
る
。
通
常
稜
線
を
示
す
線
画
の
山
側（
山
の
端
）に
着
色
が
見
ら
れ
る
。
原
画
写
真
で
は
脱
色
し
て
白

っ
ぽ
い
が
元
の
色
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
表
記
が
、
こ
の
貼
紙
「
毛
見
崎
」
の
右
か
ら
下
部
に
か
け
て
は
線
画
の
陸
側
に
着
色
さ
れ
て
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い
る（
山
の
端
状
の
も
の
が
下
向
き
に
描
か
れ
て
い
る
）。
こ
の
描
か
れ
方
は
岩
場
が
海
上
に
突
き
出
て
い
る
状
態
を
示
す
と
考
え
ざ
る

を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
岩
場
の
磯
と
理
解
さ
れ
、
毛
見
崎
の
磯
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

襖
絵
右
上
部
の
図
像
は
紀
三
井
寺
の
描
き
方（
方
角
）と
は
違
い
、
東
南
向
き
か
ら
九
〇
度
転
じ
て
西
南
向
き
、
さ
ら
に
西
向
き
の
景

観
を
描
い
て
い
る
。
砂
帯（
南
北
と
推
定
）の
向
こ
う
側
の
海
は
和
歌
浦
湾
で
あ
り
、
図
中
央
部（
襖
の
合
せ
目
）砂
帯
の
向
こ
う
側
の
岸

（
海
浜
）は
名
草
浜
と
理
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
毛
見
崎
の
手
前（
図
下
部
）に
海
が
あ
り
、
そ
の
手
前（
図
下
部
）に
名
草
浜
が
あ

る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
配
置
は
、
現
在
北
か
ら
南
を
見
た
地
形
と
一
致
す
る
。

さ
て
、
問
題
は
砂
帯
の
左
端
の
形
状
で
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら
金
雲
で
隠
さ
れ
不
詳
で
あ
る
。
不
詳
と
い
う
こ
と
は
、
毛
見
崎
と
名

草
浜
・
布
引
の
松
の
あ
る
砂
帯
が
陸
地
で
連
続
し
て
い
る
と
必
ず
し
も
断
言
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
近
世
期
に
見

ら
れ
る
和
歌
片
男
波
の
洲
崎（
砂
嘴
）と
同
様
な
砂
嘴
が
、
中
世
段
階
に
お
い
て
南
の
毛
見
か
ら
北
へ
、
布
引
ま
で
伸
び
て
い
る
と
理
解

し
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
は
自
明
の
事
実
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
毛
見
崎
か
ら
伸
び
た
と
さ
れ
る
砂
嘴
に
つ
い
て
そ
れ
を
証
明
し
た
絵
画

史
料
や
文
書
史
料
は
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
後
述
す
る
よ
う
に
島
状
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
、
こ
の
絵
画
史
料
は
何

も
語
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
な
お
ま
た
、
砂
帯
の
手
前（
東
側
）の
形
状
も
半
ば
海
で
あ
る
が
、
金
雲
で
覆
わ
れ
、
砂
帯
の
東
側
が
入

江
で
閉
じ
て
い
る
と
の
証
拠
を
提
供
す
る
こ
と
も
な
い
。

つ
い
で
、
左
右
襖
絵
の
下
部
に
つ
い
て
、
河
口
の
形
状
の
変
化
に
関
係
す
る
の
で
詳
細
に
検
討
し
て
お
く
。
ま
ず
、
左
下
に
は
三
葛

村
の
浜
に
漁
師
二
人
が
大
き
く
描
か
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
五
本
の
綱
で
杭
に
繫
留
さ
れ
た
ひ
ら
た
舟
が
五
艘
描
か
れ
て
い
る
。
た
だ
し

一
艘
の
舟
の
船
体
全
体
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
舟
の
繫
留
状
況
に
力
点
が
置
か
れ
描
か
れ
て
い
る
。
一
人
は
網
を
傾
げ
、
一
人

は
釣
棹
を
持
ち
腰
蓑
姿
で
あ
る
。
漁
師
は
舟
に
近
づ
い
て
お
り
、
漁
の
た
め
自
ら
の
舟
に
乗
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
舟
は
川
漁

や
沿
海
の
釣
り
漁
に
利
用
さ
れ
る
と
見
ら
れ
る
。
た
だ
し
一
艘
の
舟
は
鳥
居
の
よ
う
な
乗
船
者
捕
ま
り
木
枠
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
漁
で
は
な
く
川
輸
送
の
た
め
に
必
要
な
設
備
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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ま
た
、
岸
か
ら
離
れ
て
雑
賀
川
を
二
艘
の
舟
が
上
下
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
舟
の
後
ろ
に
は
波
筋
が
描
か
れ
、
か
な
り

の
速
度
で
移
動
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。
手
前
の
一
艘
に
は
木
枠
が
あ
り
、
船
体
の
ほ
ぼ
全
体
に
、
低
い
莚
屋
根
が
か
な
り
し
っ
か

り
設
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
物
資
輸
送
用
の
舟
で
あ
り
、
川
交
通
の
主
役
で
あ
る
。

右
下
部
に
は
津
屋
村（
和
歌
村
の
一
部
）の
浜
辺
で
は
、
舟
大
工
が
舟
を
建
造
し
、
一
艘
は
今
進
水
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
は

す
で
に
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
さ
ら
に
下
部
右
隅
に
は
か
な
り
大
き
な
屋
形
船
一
艘
と
、
莚
屋
根
ひ
ら
た
舟
二
艘
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
数
の
多
少
は
さ
て
お
き
、
上
陸
さ
せ
て
、
木
枠
の
上
に
多
種
の
舟
を
保
管
し
て
お
く
場
所
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

舟
置
き
場
が
あ
っ
た
。
雑
賀
川
の
河
口
部
に
は
こ
れ
ら
舟
関
係
の
場
所
が
描
か
れ
て
お
り
、
三
葛
村
・
津
屋
村
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
舟

関
係
の
生
業
が
当
時
の
主
要
生
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
中
世
末
〜
近
世
初
期
に
和
歌
川
の
沿
岸
諸
村
に

は
塩
浜
が
広
く
展
開
し
、
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）検
地
で
そ
の

生
産
力
が
小
物
成
高
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る（
第
1
表
）。
本

障
壁
画
の
続
き
で
あ
る
北
面
壁
画
に
は
天
神
社
前
の
塩
浜
、
汐

汲
み
・
汐
搔
き
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が（

（1
（

、
和
歌
川
沿
い
の

三
葛
村
・
紀
三
井
寺
村
・
和
歌
村
の
浜
に
塩
浜
は
一
切
描
か
れ

て
い
な
い
。
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
全
て
を
天
神
社

前
の
塩
浜
に
象
徴
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）寛
永
期
の
「
布
引
島
」
―
紀
伊
続
風
土
記
の
記
事
分
析

『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
布
引
村
の
項
に
は
次
の
よ
う
な
同
村
の
来
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
。

第1表　小物成（塩）高一覧

村名 A 1601年 B 1868年
坂田△
田尻△
中嶋△
杭ノ瀬
小雑賀
三葛
紀三井寺
内原
和歌○
関戸○
塩屋○

29.206
22.224
68.919
50.261

107.295
76.206
49.542
24.202

106.251
25.074
36.92

121.576
47.284
36.216
31.522
97.919
55.791

81.9297
161.41
91.662

9.24
0

計 596.1 734.5497
A「紀伊州検地高目録」「小物成」
B「御領分御高并村名帳」「塩浜通り小物成」
単位は石、△和田川沿い、○和歌川右岸
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寛
永
記
に
も
と
布
引
の
松
と
て
古
松
二
株
あ
り
、
今
は
枯
た
り
、
是
よ
り
南
に
列
松
連
り（
中
略
）①
布
引
郷
の
名
、
国
造
家
旧
記

に
見
ゆ
、
②
布
引
浜
の
名
、
国
造
家
所
蔵
文
明
元
年
毛
見
郷
上
書
の
文
に
出
た
り（
注
略
）此
地
古
の
名
草
浜
の
地
に
て
〔
名
草
ノ
浜
の

事
、
宮
郷
毛

見
浦
に

詳
な
り
〕、
其
後
御
里
と
呼
ひ
て
③
戸
数
一
千
余
も
あ
り
し
と
い
ふ
、
④
寛
永
記
に
布
引
島
南
北
十
二
町
四
十
間
・
東
西
四
町
卅
間
の

文
あ
り
、
⑤
天
和
記
に
畑
二
十
八
町
五
段
余
あ
り
、
天
神
を
氏
神
と
な
る
文
あ
り
〔
天
和
記
に
今
に
田
地
を
堀
れ
は
瓦
な
と
出
と
い
ふ
、
寛
文
記
に
布

引
天
神
一
社
、
方
三
尺
板
葺
、
昔
は
六
月
十
八
日
当
社
へ
観
音

の
渡
御
あ
り
、
今
は
宮
も

祭
も
共
に
絶
た
り
と
い
ふ
〕、
⑥
其
後
津
波
な
と
に
て
人
家
も
絶
え
、
田
地
も
海
浜
の
砂
磧
場（
ス
ナ
ハ
）と
な
れ
り
、
⑦
寛
文
元
年
南
龍
公
命

し
て
此
地
を
開
発
せ
し
む
、
此
時
⑧
三
葛
村
の
民
百
坪
余
の
地
を
開
発
す
、　
⑨
公
又
命
し
て
西
瓜
・
胡
瓜
を
植
し
む
、

こ
の
内
容
は
整
理
す
る
と
次
の
三
つ
の
内
容
、
三
段
階
に
分
け
て
理
解
さ
れ
る
。

第
一
に
、
国
造
家
の
文
書
・
記
録
に
よ
れ
ば
、
中
世
に
お
い
て
「
布
引
郷
」「
布
引
浜
」（
文
明
元
年
〈
一
四
六
九
〉）が
あ
り（
①
②
）、

戸
数
は
一
千
戸
も
あ
っ
た
が（
③
）、
津
波
な
ど
に
よ
っ
て
「
砂
磧
場
」（
砂
場
）と
な
っ
た（
⑥
）。

第
二
に
、
寛
永
年
間（
一
六
二
四
〜
一
六
四
四
）の
記
録
と
推
定
さ
れ
る
「
寛
永
記
」
に
よ
る
と
、
当
時
こ
の
地
の
形
状
は
「
布
引
島
」

で
あ
っ
た（
④
）。
東
西
四
町
三
〇
間（
約
四
九
一
ⅿ
）・
南
北
一
二
町
四
〇
間（
約
一
三
八
一
ⅿ
）、
面
積
は
約
五
七
町
歩（
約
五
七

（
（1
（ha

）。

南
北
約
一
・
三
八
㎞
は
近
代
の
地
図（
第
1
図
）で
は
、
北
の
端
か
ら
亀
ノ
川
の
少
し
北
の
道
路
が
東
に
折
れ
て
い
る
辺
り
に
該
当
す
る
。

第
三
に
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）藩
主
徳
川
頼
宣
が
開
発
を
命
じ（
⑦
）、
こ
れ
に
応
じ
て
三
葛
村
村
民
が
一
〇
〇
坪
余（
三
畝
余
）を
開

発
し
た（
⑧
）。
ま
た
西
瓜
・
胡
瓜
の
栽
培
が
勧
め
ら
れ
た（
⑨（

（1
（

）。

第
一
の
点
に
つ
い
て
は
中
世
の
記
録
に
見
え
る
「
布
引
郷
」
と
近
世
布
引
村
の
関
係
は
曖
昧
な
ま
ま
で
、
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

文
明
一
一
年（
一
四
七
九
）に
飛
鳥
井
雅
親
の
和
歌
浦
遊
覧
の
際
、「
毛
見
浦
」
の
繁
栄
が
記
さ
れ
、
複
数
の
舟
が
着
岸
す
る
「
布
引
」
の

存
在
が
分
か
る（

（1
（

一
方
、「
布
引
浜
」
に
つ
い
て
は
地
名
の
み
で
地
域
の
状
況
は
不
詳
で
あ
る
。

第
二
の
点
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
引
用
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
記
載
と
言
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、「
島
」
と
い
う
こ

と
は
、
布
引
の
土
地
の
南
端
は
毛
見
浦
と
繫
が
っ
て
お
ら
ず
、
お
お
む
ね
亀
の
川
辺
り
で
南
北
に
切
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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冒
頭
に
紹
介
し
た
蓮
如
の
紀
伊
紀
行
文
に
は
、
藤
白
か
ら
北
方
眼
下
の
「
嶋
や
小
嶋
ヲ
ナ
（
眺
）か
ム
レ
ハ
」「
布
引
ノ
シ
ロ
キ
ハ
マ
松
」
が
見

え
る
と
あ
り
、「
布
引
」
＝
「
嶋
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
一
五
世
紀
七
〇
年
代
に
は
布
引
が
島
で
あ
っ
た
こ
と
は
間

違
い
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
お
、
⑤
の
津
波
等
に
よ
る
人
家
の
所
在
滅
失
に
つ
い
て
は
、
編
者
の
「
其
後
」
が
何
時
を
指
す
の
か
、
あ

る
い
は
客
観
的
事
実
と
し
て
何
が
想
定
さ
れ
る
の
か
、
滅
失
事
実
が
存
在
す
る
の
か
検
討
課
題
が
残
る
が
無
視
で
き
な
い
記
事
で
あ
る
。

第
三
の
点
に
も
関
係
す
る
が
、
藩
の
布
引
開
発
誘
導
の
結
果
、
三
葛
村
民
の
入
植（
出
作
と
い
う
よ
り
移
住
を
伴
う
と
み
る
方
が
自
然
で

あ
ろ
う
）と
い
う
事
実
は
、
布
引
島
の
荒
地
化
が
前
提
と
な
る
。
お
そ
ら
く
人
家
も
消
滅
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い（

11
（

。

ち
な
み
に
万
治
三
年
か
ら
寛
文
一
一
年（
一
六
六
〇
–
七
一
）作
成
の
「
和
歌
浦
図
屛
風（

1（
（

」
に
は
「
布
引
村
」
の
地
名
と
と
も
に
人
家

が
五
軒
以
上（
絵
が
切
れ
て
い
る
た
め
そ
れ
以
上
は
不
詳
）描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
上
記
の
事
実
と
符
合
す
る
。
ま
た
同
図
に
よ
る
と
、

島
の
東
側
は
海
と
な
っ
て
お
り
、
島
北
部
東
岸
と
紀
三
井
寺
集
落
西
岸
と
の
間
に
木
橋
が
架
か
っ
て
い
る
の
が
描
か
れ
て
い
る
。
近
代

の
地
形
図（
第
1
図
）に
よ
る
と
、
内
原
集
落
の
東
部
よ
り
半
斉
川
が
紀
三
井
寺
門
前
へ
流
れ
て
い
る
が
、
同
川
の
両
岸
地
域
、
さ
ら
に

上
流
地
域（
室
山
・
根
美
山
の
東
西
）は
か
つ
て（
近
世
以
前
）、
大
き
な
入
り
海
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
入
り
海
の
出
口
の

一
つ
が
紀
三
井
寺
集
落
西
沿
岸
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
布
引
島
と
毛
見
崎
の
間
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
布

引
島
の
南
東
端
に
「
尾
崎
」、（
亀
ノ
川
を
挟
ん
で
）そ
の
対
岸（
南
側
、
毛
見
浦
領
地
）に
「
出
口
」
と
い
う
字
が
残
っ
て
お
り
、
こ
こ
に

海
峡
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る（

11
（

。

さ
て
、
島
状
か
ら
砂
嘴
と
見
紛
う
よ
う
な
陸
続
き
と
な
っ
た
の
は
い
つ
頃
で
あ
ろ
う
か
。
地
形
変
化
を
考
え
る
上
で
留
意
す
べ
き
は

片
男
波
砂
洲
の
成
長
と
そ
の
要
因
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
紀
ノ
川
本
流
へ
の
土
木
工
事
、
和
歌
浦
へ
の
流
量
減
少
が
片
男
波
の
砂
洲
を

長
大
に
成
長
さ
せ
た（

11
（

。「
寛
永
年
間
に
於
い
て
…
和
歌
浦
ニ
注
ケ
ル
分
流
ヲ
締
切
り
…
紀
ノ
川
分
流
ヲ
遮
断
シ
タ
ル
為
メ
…
出
島
洲
崎
半

島
ヲ
形
成
ス
ル
ニ
至
り
タ
ル（

11
（

」
な
ど
の
指
摘
が
あ
る
。
寛
永
年
間
の
分
流
遮
断
工
事
が
何
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
近
世
城
下
町

建
設
に
よ
る
水
路
建
設
等
、
城
下
町
の
形
成
が
こ
の
時
期
迄
で
あ
る
こ
と
を
参
照
す
れ
ば
納
得
で
き
る
。
砂
洲
形
成
の
時
期
に
つ
い
て
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は
す
で
に
幾
つ
か
の
指
摘
で
、
江
戸
期
の
寛
永
年
間
で
あ
る
こ
と
が
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る（

11
（

。

片
男
波
砂
洲
形
成
は
、
和
歌
浦
湾
の
雑
賀
崎
か
ら
の
東
向
き
潮
流
が
運
ぶ
砂
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
が
、
と
す
れ
ば
、

そ
の
同
じ
潮
流
が
布
引
島
と
毛
見
浦
の
浜
を
つ
な
ぐ
砂
を
運
ん
だ
と
考
え
る
こ
と
は
、
方
向
性
か
ら
し
て
あ
り
得
る
。
す
な
わ
ち
和
歌

浦
湾
北
部
の
片
男
波
砂
洲
の
形
成
動
向
と
、
同
湾
東
部
の
布
引
島
の
陸
地
化（
毛
見
浦
と
の
接
続
）動
向
と
は
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
り
、
同

じ
原
理
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
理
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
布
引
の
地
は
毛
見
崎
か
ら
延
び
て
形
成
さ
れ
た
砂
嘴
で

は
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
後
に
、
第
三
の
点
は
西
瓜
栽
培
だ
け
が
有
名
で
あ
る
が
、
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）の
当
初
の
開
発
地
が
一
〇
〇
坪
余
と
い
う
こ
と

は
、
西
瓜
・
胡
瓜
の
試
作
も
大
規
模
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
分
か
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
記
事
⑤
に
よ
れ
ば
天
和
年
間（
一
六
八

一
〜
八
五
）の
畑
地
は
二
八
町
五
反
歩
と
の
こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
よ
う
に
上
記
の
島
の
面
積
が
約
五
七
町
歩
で
あ
る
か
ら
、
約
半
分
が

耕
作
地（
畑
地
）と
な
っ
て
お
り
、
開
発
が
急
速
に
進
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
で
栽
培
さ
れ
る
も
の
が
西
瓜
・
胡
瓜
ば
か

り
な
の
か
、
こ
れ
ら
の
耕
地
状
況
に
つ
い
て
は
次
の
章
で
検
討
す
る
。

以
上
本
章
で
は
、
中
世
に
お
け
る
布
引
の
形
状
は
島
状
で
あ
り
、
和
歌
浦
湾
内
の
海
上
交
通
や
商
工
業
・
農
業
に
お
い
て
盛
衰
が
あ

り
、
自
然
災
害
で
滅
失
、
再
興
の
過
程
が
存
在
し
た
こ
と
、
近
世
以
降
は
寛
永
年
間
以
降
に
陸
地
化
が
達
成
さ
れ
、
一
六
六
〇
年
代
か

ら
三
葛
村
民
の
入
植
が
あ
り
、
一
七
世
紀
後
半
期
に
畑
作
地
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
の
べ
た
。

二
　
近
世
布
引
村
開
発
史
―
明
治
初
期
「
布
引
村
図
面
」
の
分
析
―

（
1
） 「
布
引
村
図
面
」
の
分
析

次
に
第
３
図
を
提
示
す
る
。
明
治
七
年（
一
八
七
四
）作
成
の
「
布
引
村
図
面
」
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
同
類
の
絵
図
面
と
し
て
、
明
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※ ※

（
35
頁
上
部
へ
続
く
）
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第3図　17世紀末頃の布引村の耕地復原図

※ ※（
34
頁
下
部
よ
り
続
く
）
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治
七
年
頃
伊
都
郡
「
東
村
地
所
図
面（

11
（

」
や
明
治
七
年
「
紀
伊
国
名
草
郡
木
ノ
本
村
・
榎
原
村
・
小
屋
村
三
ヶ
村
耕
地
全
図（

11
（

」
が
あ
る
。

第
3
図
は
「
布
引
村
図
面
」（
原
画
の
写
真
）を
鉛
筆
で
ト
レ
ー
ス
し
、
一
七
世
紀
末
頃
の
耕
地
開
発
時
の
様
子
を
復
原
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
原
図
の
作
成
年
代
は
田
・
畑
・
宅
地
・
池
川
溝
・
山
・
社
・
寺
等
の
表
記
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
和
歌
山
県
に
よ

り
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
作
成
が
指
導
さ
れ
た
も
の
で
、
明
治
七
年
現
在
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
後
掲
「
三
葛
村
図
面
」（
内
題
「
紀

伊
国
名
草
郡
三
葛
村
地
引
之
図
」）も
同
様
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
明
治
四
年（
一
八
七
一
）同
村
の
毛
付
け
面
積
は
五
五
町
六
反
余
畑
地

で
、
内
木
綿
作
が
三
七
町
八
反
余
、
薩
摩
芋
作
六
町
五
反
、
大
豆
・
黍
・
大
角
豆
作
が
二
町
八
反
余
、
茄
子
・
多
葉
粉
作
が
二
町
四
反

で
あ
っ
た（

11
（

。

こ
の
図
面
の
表
記
を
手
が
か
り
に
し
て
、
江
戸
期
の
耕
地
と
集
落
の
形
態
を
復
原
す
る
が
、
ま
ず
図
面
の
表
記
の
内
、
布
引
村
周
囲

の
記
載
か
ら
見
て
お
こ
う
。
図
面
の
周
囲
、
北
・
東
は
紀
三
井
寺
村
耕
地
、
東
・
南
は
内
原
村
耕
地
、
南
は
毛
見
村
耕
地
、
西
は
和
歌

村
耕
地
と
接
し
て
い
る
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
西
は
厳
密
に
は
海
岸
線
で
あ
り
、
和
歌
村
の
「
耕
地
」
で
は
な
く
、
海（
和
歌
浦
湾
）と

接
し
て
い
る（

11
（

。
本
図
面
は
か
な
り
横（
南
北
）に
長
い
長
方
形
で
あ
る（
縦
五
八
㎝
×
横
二
二
六
㎝
、
概
ね
六
〜
七
千
分
一
の
縮
尺
）。
実

際
の
地
形
は
第
1
図
の
よ
う
に
、
南
部
が
約
一
〇
〜
三
〇
度
東
へ
振
っ
て
お
り
、
図
面
作
成
上
の
便
宜
で
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
が
、

土
地
形
状
を
検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う（
平
行
四
辺
形
の
実
際
が
長
方
形
に
表
示
さ
れ
て
い
る
）。

次
に
地
番
を
検
討
し
よ
う
。
布
引
村
の
場
合
、
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）か
ら
開
発
・
入
植
が
始
ま
っ
た
か
ら
、
そ
の
地
番
は
そ
の
後

に
土
地
が
登
録（
高
付
け
）さ
れ
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

中
央
部
に
中
言
大
明
神
社
の
社
地
が
か
な
り
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
西
2 

3 

7
番
・
2 

4 

0
番
・
2 

4 

3
番
と
2 

3 

8
番
・
2 

4 

1

番
・
2 

4 

4
番
の
間
に
あ
り
、
そ
の
敷
地
は
東
西
二
二
間
・
南
北
二
二
間
、
約
四
八
四
坪
と
推
測
さ
れ
る
。
同
社
に
つ
い
て
は
「
寛
文

年
中
三
葛
村
よ
り
勧
請
す
」
と
あ
り（『
紀
伊
続
風
土
記
』
同
村
の
項
）、
開
発
時
か
ら
の
鎮
守
社
と
し
て
村
領
の
ほ
ぼ
中
心
部
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
耕
地
開
発
、
村
形
成
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る（

11
（

。
し
た
が
っ
て
、
地
番
の
登
録
は
寛
文
年
中
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（
一
六
六
一
〜
一
六
七
二
）よ
り
以
降
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
紀
州
藩
領
で
は
、
近
世
初
期
の
慶
長
六
年（
一
六
〇
一
）以
降
、
新
田
畑
の
体
制
的
な
追
加
登
録（
新
田
畑
地
詰
検
地
）は
元
禄

一
七
年（
一
七
〇
四
）・
宝
永
四
年（
一
七
〇
七
）に
な
さ
れ
た
場
合
が
多
い
。
元
禄
一
七
年
の
翌
宝
永
五
年（
一
七
〇
八
）に
は
「
大
指
出

帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る（

1（
（

。
ま
た
同
時
に
、
図
中
右
端
に
亀
ノ
川（
当
時
「
新
川
」、
旧
水
路
＝
後
の
半
斉
川
に
対
す
る
新
水
路
呼
称
）の

流
路
が
あ
り
、
登
録
さ
れ
、
地
番
の
付
さ
れ
て
い
た
土
地
が
「
川
成
」
と
な
っ
た
が
、
実
在
し
な
い
地
番
が
川
筋
上
に
記
さ
れ
て
い
る

（
原
図
で
は
川
筋
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
地
番
を
右
下
欄
外
に
一
括
し
て
記
し
た
）。
亀
ノ
川
の
開
削
は
宝
永
四
年
で
あ
る
か
ら
、
布
引

村
の
地
番
登
録
は
そ
れ
よ
り
以
前
、
元
禄
一
七
年（
宝
永
元
年
）の
可
能
性
が
高
い
。
川
筋
上
に
記
さ
れ
た
地
番
で
最
も
大
き
な
番
号
は

4 

9 

5
で
あ
る
。
全
て
の
地
番
は
5 

1 

5
ま
で
あ
る
。
4 

9 

6
番
〜
5 

1 

5
番
の
土
地
に
つ
い
て
そ
の
年
代
は
留
保
さ
れ
る
が
、
図
面

の
ほ
と
ん
ど
の
土
地
は
一
七
世
紀
末
頃
に
存
在
し
、
こ
の
図
面
に
記
載
さ
れ
た
。
な
お
、
原
図
で
は
新
畑
筆
に
「
○
」
印
を
付
す
る
ル

ー
ル
で
あ
る
が
、
こ
の
図
の
全
て
の
耕
地
に
そ
れ
が
付
さ
れ
て
お
り
、
明
治
初
期
、
布
引
村
の
耕
地
は
全
て
畑
地
で
あ
っ
た
。
遡
っ
て
、

開
発
後
江
戸
期
を
通
じ
て
畑
地
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る（

11
（

。

ま
た
入
植
後
約
二
〇
〇
年
を
経
過
す
る
中
で
、
土
地
所
持
者
が
土
地
を
売
買
・
譲
渡
す
る
た
め
分
筆
す
る
場
合
が
多
く
あ
っ
た
。
原

図
で
は
「（　

）番
内
」
と
い
う
表
記
が
多
数
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
元
の
一
筆
の
姿
を
復
原
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
隣
接
し
て
い

る
分
筆
は
合
体
し
て
分
筆
線
引
き
を
消
去
し
た
場
合
が
多
い
。
し
か
し
、
売
買
・
譲
渡
の
過
程
で
番
号
が
入
れ
替
わ
り
、
分
筆
さ
れ
た

同
じ
番
号
が
離
れ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
、
離
れ
て
い
る
分
筆
番
号
は
「（　

）番
内
」
を
残
し
て
表
示
し
た（
同
じ
番
号
が
二
ヶ
所
以
上

見
ら
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
）。
な
お
地
番
4 

4 

3
・
4 

4 

4
の
場
所
は
不
明
。

つ
ぎ
に
「
宅
地
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。
江
戸
期
の
土
地
台
帳
で
は
村
民
居
住
地
は
「
屋
敷
」「
居
屋
敷
」「
い
や
し
き
」
と
表

記
さ
れ
る
。
原
図
で
「
宅
地
」
は
白
色
で
表
示
さ
れ
て
お
り
、
ト
レ
ー
ス
図
で
は
斜
線
を
入
れ
た
。
江
戸
期
の
土
地
台
帳
で
は
お
そ
ら

く
「
屋
敷
」
等
と
表
記
さ
れ
て
い
た
と
見
て
間
違
い
な
い
。
中
央
部
南
北
に
大
道
が
通
っ
て
い
る
が
、
そ
の
北
端
に
5 

0 

4
番
宅
地
が
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一
筆
の
み
位
置
し
、
集
落
内
南
北
の
大
道
沿
い
に
、
北
の
方
1 

0 

7
番
宅
地
か
ら
南
の
方
、
道
の
折
れ
曲
が
る
4 

0 

9
番
宅
地
ま
で
に

九
四
筆（
3 

6 

1
番
と
3 

6 

2
番
は
同
区
画
内
に
あ
る
）あ
る
。
さ
ら
に
道
に
面
し
て
い
な
い
3 

6 

1
番
、
折
れ
曲
が
り
角
よ
り
以
南
に

道
に
面
し
て
七
筆
、
奥
に
一
筆（
4 

8 

3
番
）が
あ
る
。
つ
ま
り
宅
地
は
全
一
〇
四
筆
あ
る
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
よ
る
と
一
九
世
紀
初

め
頃
の
家
数
は
九
九
軒
で
あ
り
、
万
延
二
年（
一
八
六
一
）の
「
浦
組
人
数
御
改
帳（

11
（

」
に
よ
る
と
一
〇
四
軒
と
あ
り（
寺
を
除
く
）、
こ
の

屋
敷
地
数
は
明
治
初
期
の
宅
地
の
数
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
1 
0 
7
番
〜
4 

0 

9
番
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
道
の
西
側
に
宅
地
と
畑
地
が
セ
ッ
ト
と
し
て
あ
る
が
、
そ
の
一
区
画

の
大
き
さ
は
実
際
に
は
ど
の
く
ら
い
で
あ
ろ
う
か
。
寛
政
九
年（
一
七
九
六
）「
布
引
村
領
新
畑
之
内
、
和
歌
川
口
御
番
所
屋
敷
地
畝
高
改

帳
」
の
記
事
に
よ
る
と（

11
（

、
地
主
文
太
夫
の
土
地（
八
〇
坪
）を
川
口
御
番
所
用
地
に
買
い
取
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
東
西
・
南
北
は

「
東
西
拾
間
九
分
六
り
・
南
北
七
間
三
分
」
で
あ
っ
た
。
細
長
い
土
地
の
幅（
南
北
）は
一
三
ｍ
余
で
あ
り
、
現
在
の
地
形
図（
国
土
基
本

図
）に
見
る
同
地
区
の
土
地
の
南
北
幅
と
合
致
す
る（

11
（

。
ち
な
み
に
大
道
よ
り
西
側
の
土
地
区
画
の
東
西（
奥
行
き
）は
南
北
の
約
六
倍
の
四

二
間（
八
〇
ｍ
弱
程
度
）で
、
現
状
で
は
八
〇
ｍ
〜
一
〇
〇
ｍ
と
、
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

と
す
る
と
、
大
道
か
ら
西
の
宅
地
を
含
む
畑
地
の
一
区
画
は
約
三
〇
〇
坪（
七
・
三
間
×
四
二
間
）＝
一
反
で
あ
る
。
ま
た
現
在
、
道

よ
り
東
側
の
一
筆
は（
場
所
に
よ
る
が
）お
お
む
ね
三
〇
〇
ｍ
前
後
で
あ
り
、
こ
の
図
面
の
中
央
部
畑
地
一
筆
の
東
西（
大
道
よ
り
東
）は

一
三
〇
〜
一
六
〇
間
前
後
で
、
そ
の
帯
状
一
筆
の
面
積
は（
東
西
一
五
〇
間
と
し
て
）約
一
〇
〇
〇
坪
、
三
反
歩
の
規
模
と
見
て
よ
い
。

要
す
る
に
一
七
世
紀
後
半
の
あ
る
時
期
に
、
道
沿
い
屋
敷
地
一
反
と
、
東
西
一
五
〇
間
、
南
北
幅
七
間
余
の
四
反
歩
の
居
住
地
＋
耕

作
地
と
い
う
分
譲
地
を
用
意
し
、
計
画
的
に
入
植
を
図
っ
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
布
引
村
の
開
発
は
こ
の
耕
作
地
空

間
を
基
本
と
し
、
さ
ら
に
大
道
の
屈
曲
よ
り
南
は
そ
の
原
理
空
間（
道
沿
い
屋
敷
地
設
置
）の
延
長
と
し
て
追
加
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
こ
の
原
理
は
途
中
で
切
れ
て
お
り
、
一
〇
〇
軒
を
大
き
く
超
す
入
植
と
は
な
ら
ず
完
結
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
西
側
海
沿
い
の
畑
地
は
汐
害
も
強
く
、
耕
作
地
と
い
う
よ
り
は
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
し
て
の
機
能
が
期
待
さ
れ
て
い
た
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と
理
解
さ
れ
る
。
ま
た
南
北
幅
を
短
く
し
た
の
は
、
自
然
災
害
に
よ
る
生
産
上
の
リ
ス
ク
を
均
分
化
す
る
と
い
う
、
都
市
の
町
並
み（
間

口
均
一
化
）の
発
想
か
ら
転
じ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

付
加
的
に
説
明
を
加
え
る
と
、
大
道
沿
い
区
画
に
九
四
筆
あ
る
が
、
1 

0 

7
番
内
の
二
筆
は
同
じ
番
地
の（
明
治
七
年
ま
で
に
分
筆
）

分
筆
宅
地
で
あ
り
、
当
初
は
一
区
画
に
屋
敷
地
は
一
筆
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
3 

6 

1
番
3 

6 

2
番
は
同
一
区
画
に
存
在
す
る
が
、
元
禄

一
七
年
頃
の
登
録
時
す
で
に
二
筆
に
権
利
が
分
筆
さ
れ
て
い
た
た
め
、
番
号
が
二
つ
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は

こ
れ
以
外
に
存
在
し
な
い
。
ま
た
2 

1 

2
番
・
2 

1 

6
番
の
阿
弥
陀
寺
は
享
保
五
年（
一
七
二
〇
）藤
白
浦
か
ら
こ
こ
に
移
転
し
て
き
た

か
ら
、
そ
れ
以
前
は
個
人
宅
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
細
か
い
点
も
含
め
て
整
理
す
る
と
、
地
番
が
付
さ
れ
登
録
さ
れ
た
一
七
世
紀
末
頃
か
ら
、
家
数（
屋
敷
地
筆
数
）は
お
お

む
ね
一
〇
〇
軒
前
後
で
、
二
〇
〇
年
間
そ
れ
が
維
持
さ
れ
て
き
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

（
2
）ブ
ロ
ッ
ク
別
分
析
―
開
発
史

第
4
図
は
地
番
ご
と
に
A
〜
E
の
五
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
同
村
の
開
発
の
歩
み
を
辿
っ
て
み
る
た
め
の
作
図
で
あ
る
。

A
は
地
番
1
〜
99
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
あ
る
。
寛
文
年
間
頃
の
様
子
を
描
い
た
「
和
歌
浦
図
屛
風
」（
前
出
）に
は
布
引
北
部
に
「
布
引
松
」

と
記
さ
れ
、
松
数
本
が
群
生
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が（
第
2
図
群
生
の
松
を
継
承
か
）、
こ
れ
は
第
3
図
北
部
「
笠
松
」（
地

番
無
し
荒
地
）の
地
に
該
当
し
、
そ
の
小
字
呼
称
が
若
干
変
化
し
て
継
承
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

A
の
北
・
東
は
紀
三
井
寺
村
耕
地
と
接
し
、
そ
の
中
で
も
1
〜
26
は
幅
の
狭
い
小
さ
な
耕
地
片
、
一
方
27
〜
31
は
や
や
大
き
め
の
畑

地
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
76
〜
79
番
、
1 

0 

0
〜
1 

0 

4
番
も
同
村
の
隣
接
地
で
か
な
り
大
き
い
耕
地
で
あ
る
。
こ
れ
ら
A
東
部
の
耕

地
へ
三
葛
村
集
落
か
ら
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
、
三
葛
村
中
心
地
か
ら
舟
で
紀
三
井
寺
門
前
に
繫
が
る
堀
を
南
進
し
、
半
斉
川
を
少
し
遡

る
ル
ー
ト（
水
上
約
一
㎞
）か
、
紀
三
井
寺
村
内
を
南
北
に
通
る
道（
後
に
熊
野
街
道
）を
経
て
、
同
村
集
落
南
で
西
方
の
道
へ
進
み
、
橋
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を
渡
り（

11
（

第
4
図
←
印（
東
畑
と
E
の
中
間
）に
着
き
、
布
引
村
内
を
少
し
北
上
す
る
と
い
う
歩
き
ル
ー
ト（
約
二
㎞
）を
移
動
す
る
必
要
が

あ
る
。
い
ず
れ
も
ご
く
近
く
の
出
作
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
経
営
上
必
要
に
迫
ら
れ
て
の
や
や
遠
隔
地
出
作
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
A
西
部
の
27
〜
72
番
に
は
水
路
が
各
所
に
伸
び
て
お
り
、
海
と
繫
が
っ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
の
水
路
が
い
つ
頃

造
成
さ
れ
た
か
を
確
認
す
る
史
料
は
な
い
が
、
三
葛
村
村
民
の
海
民
と
し
て
の
活
動
を
第
一
章
の
障
壁
画
は
示
し
て
お
り
、
橋
本
塩
市

へ
の
川
舟
輸
送
に
従
事
し
た
同
村
民（「
舟
の
民
」）が
、
布
引
村
北
部
の
開
発
時
か
ら
舟
運
用
水
路
を
確
保
し
た
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と

と
判
断
さ
れ
る（

11
（

。
こ
こ
か
ら
三
葛
村
村
民
固
有
の
海
越
え
出
作
、
開
発
が
始
ま
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
一
筆
の
土
地
は（
帯
状
の
耕

地
も
含
ま
れ
る
が
）正
方
形
に
近
い
も
の
が
多
い
。
西
瓜
生
産
を
前
提
と
す
る
と（

11
（

、
商
品
の
輸
送
、
販
売
に
は
舟
便
は
最
適
で
あ
ろ
う

（
城
下
へ
の
輸
送
が
容
易
で
あ
る
）。

こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
は
、
二
種
類
の
開
発
方
式
を
包
含
す
る
A
ブ
ロ
ッ
ク
と
、
一
律
帯
状
地
の
計
画
的
利
用
の
B
ブ
ロ

ッ
ク
は
ど
ち
ら
が
時
間
的
に
先
に
な
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
般
に
地
番
の
若
い
方
が
先
に
開
発
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
、

※原図　和歌山県立図書館所蔵「布引村図面」　　
※字は法務局蔵　明治24年地籍図による

第4図　地番による耕地のブロック図
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B
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
植
後
、
北
部
の
開
発
に
着
手
し
た
と
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、「
東
畑
」
の
小
字
ブ
ロ

ッ
ク
の
形
状
で
あ
る
。
仮
に
B
ブ
ロ
ッ
ク
が
さ
き
で
あ
れ
ば
、「
東
畑
」
地
区
が
食
い
込
む
形
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
A
ブ
ロ
ッ
ク

が
先
で
、「
東
畑
」
は
既
に
開
発
さ
れ
、
土
地
所
持
者
が
耕
作
し
て
き
た
の
で
、「
北
出
」
地
区
の
帯
状
畑
地
は
南
に
比
べ
や
や
短
く
な

ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
布
引
村
は
三
葛
村
か
ら
の
入
植
で
成
立
す
る
が
、
1 

0 

7
番
以
降

の
帯
状
耕
地
の
拡
が
り
は
当
村
開
発
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
。
開
発
初
期
に
中
言
大
明
神
社
は
丁
度
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
部
に
勧
請

さ
れ
、
設
置
さ
れ
た
。
そ
こ
中
心
に
「
北
出
」「
南
出
」
と
い
う
小
字
が
つ
い
た
。

海
抜
に
つ
い
て
み
て
お
く
と
、
北
部
A
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ほ
と
ん
ど
が
二
ｍ
未
満
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
央
部
が
二
・
五
〜
三
ｍ
未
満
、
南

北
に
繫
が
る
屋
敷
地（
集
落
）は
二
ｍ
前
後
、
西
海
岸
近
く
は
一
・
五
ｍ
前
後
と
低
い
。
な
お
、
東
側
の
紀
三
井
寺
村
・
内
原
村
の
耕
地
は

一
ｍ
台
と
か
な
り
低
い
。
B
ブ
ロ
ッ
ク
は
低
湿
地
で
は
な
い
砂
地
農
業
が
、
A
ブ
ロ
ッ
ク
は
低
地
で
は
あ
る
が
、
矢
張
り
砂
地
農
業
が

適
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

次
に
C
ブ
ロ
ッ
ク
は
内
原
村
と
接
す
る
耕
地
で
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
入
植
後
に
畑
地
拡
大
の
た
め
、
内
原
村
界
が
開
発
さ
れ
た
。
C
ブ
ロ

ッ
ク
の
海
抜
は
大
概
二
・
五
〜
三
・
〇
ｍ
で
あ
る
が
、
内
原
村
で
は
二
ｍ
未
満（
一
ｍ
代
）で
あ
る
。

元
文
五
年（
一
七
四
〇
）七
月
、
紀
三
井
寺
村
藤
𠮷
は
「
布
引
・
内
原
両
村
領
分
」
で
あ
る
「
高
畑
」
の
「
際
」
に
、
紀
三
井
寺
村
領

五
畝
半
・
内
原
村
領
一
反
六
畝
弱
の
新
畑
を
所
持
し
て
い
る
が
、
そ
の
畑
地
地
面
を
「
壱
尺
弐
三
寸
程
」（
約
四
〇
㎝
）「
床
上
」
の
た
め

「
入
土
」
し
た
い
と
出
願
し
た（

11
（

。
こ
の
土
地
は
低
く
「
透
潮
」
し
、「
不
絶
湧
水
出
、
地
面
し（
湿
気
）
つ
き
」
て
い
る
。「
湧
水
抜
キ
捨
テ
申
様

ニ
地
底
へ
石
水
道
・
川（瓦
）原
渡
井
伏
せ
」
た
が
、
な
お
夏
作
で
「
内
原
村
小
物
成
田
畑
ヘ
稲
毛
仕
付
」
け
る
時
は
「
用
水
」
が
「
関
溜
（
た
ま
）」

る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
C
ブ
ロ
ッ
ク
の
東
側
で
は
土
地
が
低
く
水
は
け
が
良
く
な
い
状
況
が
分
か
る
が
、
そ
れ
ら
の
内
に
は
「
小
物
成
田
畑
」

が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
の
「
小
物
成
」
と
は
冒
頭
に
紹
介
し
た
よ
う
に
塩
年
貢
の
こ
と
を
さ
す
。
つ
ま
り
、
近
世
初
期
の
「
小
物
成
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場
」＝「
塩
浜
」
は
一
八
世
紀
半
ば
に
は
新
田
畑
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
生
産
状
況
の
悪
い
東
の
隣
接
地
に
く
ら
べ
、
C
ブ
ロ
ッ

ク
の
土
地
は
微
高
地
に
あ
り
、
砂
地
農
業
の
適
地
で
あ
っ
た
。
入
植
者
は
競
っ
て
耕
地
拡
大
に
努
め
た
と
推
測
さ
れ
る
。

D
ブ
ロ
ッ
ク
の
耕
地
の
形
は
①
と
②
で
異
な
っ
て
い
る
。
①
は
帯
状
を
基
本
と
し
な
が
ら
再
分
割
さ
れ
て
お
り
、
②
で
は
大
道
の
延

長
の
道
と
、
西
に
も
う
一
本
の
裏
道
が
設
け
ら
れ
、
屋
敷
地
の
追
加
、
耕
地
拡
大
が
見
ら
れ
る
。
E
は
①
②
③
④
の
四
ヶ
所
追
加
、
付

け
足
し
的
な
耕
地
開
発
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
①
は
帯
状
小
耕
地
で
八
本
の
耕
地
に
分
割
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
も
西
海
岸
に
あ
り
、

自
然
災
害
の
リ
ス
ク
の
均
分
化
の
対
応
が
み
ら
れ
る
。
要
す
る
に
、
E
は
残
さ
れ
て
い
る
空
地
の
開
発
が
後
か
ら
く
ま
な
く
進
め
ら
れ
、

全
体
の
開
発
終
了
を
迎
え
た
。
こ
れ
ら
の
開
発
は
寛
文
元
年（
一
六
六
一
）頃
か
ら
天
和
年
間（
一
六
八
一
〜
八
五
）を
へ
て
、
元
禄
一
七

年（
一
六
九
七
）以
前
迄
に
、
三
〇
年
前
後
の
期
間
に
進
行
し
た
。

（
3
） 「
三
葛
村
図
面
」
の
分
析（
付
り
）

第
5
図
は
「
布
引
村
図
面
」
と
同
じ
く
明
治
七
年
頃
作
成
さ
れ
た
「
三
葛
村
図
面
」（
内
題
「
紀
伊
国
名
草
郡
三
葛
村
地
引
之
図
」）の

原
画
写
真
を
鉛
筆
で
ト
レ
ー
ス
し
、
土
地
利
用
表
記
を
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
大
き
さ
は
縦（
東
西
）一
〇
〇
㎝
×
横（
南
北
）一
一
五
㎝

で
、
ほ
ぼ
正
方
形
で
あ
る（
描
か
れ
て
い
る
村
領
の
南
北
は
約
一
㎞
で
あ
る
か
ら
、
千
分
の
一
弱
の
縮
尺
）。
こ
の
図
面
の
分
析
か
ら
、

何
故
三
葛
村
か
ら
布
引
村
に
入
植
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
宅
地
を
通
る
南
北
の
街
道
の
右
山
側
の
宅
地
は
近
世
初
期
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
左
側
の
宅
地
に
は
「
○
」
印
が
付
さ
れ
て

い
て
、
原
図
の
説
明
で
は
「
新
田
畑
印
」
と
な
っ
て
お
り
、
あ
る
時
期
以
降
の
宅
地
と
分
か
る
。
田
・
畑
に
つ
い
て
も
街
道
よ
り
西
側

は
新
田
畑
の
場
合
が
多
い
。
荒
地
は
、
近
世
期
に
一
旦
は
山
の
麓
や
中
腹
に
開
発
が
及
ん
だ
が
、
明
治
初
期
に
は
耕
作
放
棄
さ
れ
た
も

の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
「
小
物
成
場
」
で
あ
る
。
冒
頭
で
触
れ
た
と
お
り
、
慶
長
検
地
段
階
で
「
小
物
成
」
高（
＝
実
質
は
塩
年
貢
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高
）の
表
記
が
あ
っ
た
。

宅
地
・
田
畑
地
と
区
別
し

て
こ
の
種
類
の
土
地
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
場
所

は
、
全
体
と
し
て
街
道
よ

り
西
側
、
水
路
が
通
じ
て

い
る
和
田
川
・
和
歌
川
に

近
い
方
面
に
拡
が
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）住
吉
如
慶
作

「
紀
州
若
浦
之
図
」
に
朱

文
字
で
「
塩
は
ま
（
浜
）」

と
書

き
込
ま
れ
て
い
る（

11
（

。
近
世

初
期
に
は
塩
浜
が
三
葛

村
・
紀
三
井
寺
村
の
沿
岸

部
に
存
在
し
た
。
第
1
表

に
よ
る
と
上
か
ら
杭
瀬
村

約
五
〇
石
、
中
嶋
村
約
六

九
石
、
小
雑
賀
村
約
一
〇

※原図　「三葛村図面」（和歌山県立図書館所蔵）を著者がトレースし、加工して作成。

第5図　明治初期、三葛村土地利用図（耕宅地等分布図）
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七
石
、
三
葛
村
約
七
六
石
、
紀
三
井
寺
村
約
五
〇
石
、
和
歌
村
約
一
〇
七
石
で
あ
る
。
仮
に
一
反
に
つ
き
二
石
と
し
て
各
村
二
町
五
反
〜

五
町
歩
程
度
の
広
さ
で
あ
る（

1（
（

。

し
か
し
、
こ
の
原
図
で
は
こ
の
種
類（
同
色
）の
筆
全
て
に
「
△
」
印
＝
「
小
物
成
田
畑
印
」
が
付
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
明
治
初

期
に
は
田
畑
で
あ
る
と
追
加
表
示
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
頃
変
化
が
あ
り
、
変
更
が
行
わ
れ
た
の
か
。
先
に
紀
三
井
寺
村
村
民
が
所
持
す

る
畑
地
の
床
上
げ
願
書
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
願
書
に
「
内
原
村
小
物
成
田
畑
」
と
出
て
く
る
。
す
で
に
塩
浜
で
な
く
、
稲
を
植
え
付

け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
遅
く
と
も
一
八
世
紀
半
ば
頃
に
は
塩
浜
の
実
態
は
変
化
し
て
い
る
。

第
5
図
に
は
「
小
物
成
場
」
の
西
側（
川
側
）に
は
「
塩
田
」
が
存
在
し
て
い
る
。
明
治
一
九
年（
一
八
八
六
）頃
の
第
1
図
に
は
三
葛

村
の
「
塩
田
」
と
隣
接
す
る
紀
三
井
寺
村
の
「
塩
田
」
が
表
示
さ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
近
世
中
期
以
降
明
治
前
期
ま
で
の
「
塩
田
」

と
「
塩
浜
」
と
は
別
の
土
地
空
間
で
あ
っ
た
。
第
1
表
の
慶
応
四
年（
一
八
六
八
）の
数
字
は
一
八
世
紀
初
め
の
塩
浜
検
地
に
よ
る
高
が

ス
タ
ー
ト
と
見
ら
れ
る
。
一
八
世
紀
以
降
の
石
盛
は
担
当
五
石
設
定
で
あ
る
か
ら
、
面
積
は
減
少
の
可
能
性
が
あ
る
。
三
葛
村
の
沖
の

塩
田
面
積
は
か
な
り
減
少
し
て
い
る
。
紀
三
井
寺
村
で
も
沖
へ
移
動
し
、
面
積
は
同
程
度
で
あ
ろ
う
。
小
物
成（
塩
）高
は
各
村
で
変
化

し
て
い
る
が
、
場
所
の
移
動
が
伴
っ
て
お
り
、
近
世
初
期
か
ら
は
激
変
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る（

11
（

。

三
葛
村
や
紀
三
井
寺
村
で
何
故
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
か
。
お
そ
ら
く
、
近
世
前
期
の
寛
永
年
間
に
和
歌
川
の
水
量
が
激
減
し
、

（
片
男
波
の
砂
洲
が
伸
び
、
布
引
島
が
毛
見
浦
に
接
続
し
た
の
と
同
じ
く
）和
歌
川
河
口
部
に
近
い
場
所
で
は
川
幅
が
狭
く
な
り
、
元
の

「
塩
浜
」
は
陸
地
化
し
、
よ
り
沖
合
に
塩
浜
状
態
の
土
地
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

当
初
の
課
題
で
あ
る
入
植
の
理
由
、
事
情
に
関
し
て
は
、
こ
の
よ
う
に
三
葛
村
で
塩
浜
稼
ぎ
が
減
少
し
た
た
め
、
余
剰
労
働
力
が
布

引
島
へ
と
入
植
移
動
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
通
し
を
提
示
し
て
お
く
。
さ
ら
な
る
今
後
の
実
証
が
必
要
で
あ
る
。

以
上
第
二
章
で
は
一
七
世
紀
中
葉
期
か
ら
の
布
引
村
の
開
発
史
を
辿
っ
て
き
た
。
あ
る
時
期
、
地
理
的
条
件（
汐
害
）を
勘
案
し
た
計

画
的
な
開
発
が
集
中
的
に
行
わ
れ
た
。
三
葛
村
か
ら
の
入
植
は
、
一
七
世
紀
の
早
い
段
階
で
生
じ
た
和
歌
川
の
変
化（
水
量
激
減
）に
よ
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っ
て
三
葛
村
沿
岸
で
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変
化
を
齎
し
た
こ
と
と
連
動
し
て
い
る
こ
と
を
の
べ
た
。

お
わ
り
に

主
に
絵
画
や
絵
図
面
の
表
記
を
手
が
か
り
に
、
和
歌
浦
湾
東
部
に
位
置
す
る
布
引
村
お
よ
び
和
歌
川
河
口
三
葛
村
の
景
観
と
耕
地
開

発
史
を
分
析
し
て
き
た
が
、
最
後
に
要
点
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

第
一
章
で
は
、
近
世
初
期
の
布
引
の
地
形
状
況
を
確
認
す
る
た
め
周
辺
全
体
の
景
観
を
確
認
し
た
。
す
な
わ
ち
名
古
屋
城
の
障
壁
画

西
面
二
枚
に
は
和
歌
浦
湾
東
部
の
景
観
が
か
な
り
忠
実
に（
実
景
に
近
く
）描
か
れ
て
い
る
が
、
一
方
、
注
目
す
る
布
引
島
と
毛
見
浦
の

間
の
様
子
は
雲
に
隠
さ
れ
て
お
り
、
繫
が
っ
て
い
る
こ
と
は
証
明
で
き
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
和
歌
川
筋
の
三
葛
村
・
津
屋
村
の

舟
利
用
の
様
子
も
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
関
連
す
る
生
業
の
展
開
が
読
み
取
れ
た
。

ま
た
『
紀
伊
続
風
土
記
』
の
記
事
の
精
査
等
か
ら
、
戦
国
期
〜
近
世
初
期
に
は
「
布
引
島
」
が
存
在
し
、
一
六
六
〇
年
代
ま
で
に
布

引
・
毛
見
地
区
が
接
続
し
、
そ
の
頃
か
ら
布
引
地
区
へ
の
一
挙
入
植
と
耕
地
開
発
が
進
展
し
、
一
七
世
紀
中
に
全
域
の
開
発
が
終
了
し

畑
作
地
が
形
成
さ
れ
た
。

第
二
章
で
は
明
治
初
期
の
耕
地
図
面
か
ら
、
当
初
の
開
発
耕
地
に
は
水
路
が
あ
り
、
三
葛
村
の
住
民
に
適
し
た
開
墾
が
行
わ
れ
た
こ

と
や
、
地
区
の
広
域
を
し
め
る
帯
状
分
譲
地
は
汐
害
リ
ス
ク
を
均
等
に
分
散
す
る
な
ど
、
立
地
諸
条
件
に
見
会
う
計
画
的
な
農
地
割
と

い
う
特
色
が
見
ら
れ
た
。
東
の
入
江（
布
引
島
・
毛
見
浦
接
続
後
）を
抱
え
た
内
畑
村
領
土
地
・
紀
三
井
寺
村
領
土
地
よ
り
は
相
対
的
に

耕
地
条
件
が
良
く
、
離
れ
た
三
葛
村
か
ら
は
進
ん
で
当
地
へ
入
植
す
る
条
件
が
あ
っ
た
。
ま
た
三
葛
村
の
耕
地
図
面
の
分
析
か
ら
、
か

つ
て
近
世
初
期
に
和
歌
川
可
耕
地
に
特
徴
的
な
「
塩
浜
」
が
広
く
存
在
し
た
が
、（
お
そ
ら
く
和
歌
川
の
水
量
減
少
に
起
因
し
て
）陸
地

化
が
進
む
一
方
、
一
〇
〇
年
後
に
は
あ
ら
た
に
「
塩
田
」
が
形
成
さ
れ
た
事
実
を
突
き
止
め
た
。
当
初
の
「
塩
浜
」（
初
期
塩
田
）経
営
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の
困
難
性
が
布
引
村
入
植
を
促
進
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
を
行
っ
た
。

以
上
、「
布
引
島
」
の
発
見
、
帯
状
耕
地
を
伴
う
特
徴
的
な
地
割
と
入
植
の
発
見
、「
塩
浜
」
と
「
塩
田
」
の
区
別
な
ど
が
結
論
で
あ

る
が
、
和
歌
浦
湾
の
東
部
景
観
の
形
成
と
片
男
波
砂
嘴
の
形
成
と
は
連
関
し
て
お
り
、
当
地
域
の
景
観
変
容
、
近
世
景
観
の
形
成
と
い

う
展
開
と
相
互
関
連
を
解
明
し
た
。

注（
1
）武
内
善
信
『
雑
賀
一
向
一
揆
と
紀
伊
真
宗
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
八
年
）六
一
頁
。「
や
嶋
」
は
見
せ
消
し
で
「
ノ
山
」
と
修
正
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）文
明
元
年（
一
四
六
九
）日
前
宮
の
記
録
「
毛
見
郷
百
姓
言
上
状
」（『
官
幣
大
社
日
前
神
宮
国
懸
神
宮
本
紀
大
略
』
所
載
）に
布
引
浜
耕
地
の
こ
と
が
見
え
る

と
紹
介
さ
れ
て
い
る（『
角
川
歴
史
地
名
代
大
辞
典
』「
布
引
」
の
項
）。

（
3
）例
え
ば
地
理
学
研
究
者
で
あ
る
小
林
護
氏
は
現
状
地
形
に
つ
い
て
、「
海
岸
部
の
毛
見
と
布
引
の
集
落
を
の
せ
て
い
る
船
尾
山
の
西
端
か
ら
北
へ
の
び
る
傾

斜
の
緩
や
か
な
新
し
い
砂
丘
で
あ
る
」（「
砂
地
農
業
の
特
色
と
変
遷
―
名
草
地
区
の
場
合
を
中
心
に
し
て
―
」、『
和
歌
山
地
理
』
第
五
号
、
一
九
八
五
）。

こ
こ
で
の
「
新
し
い
」
と
は
、「
内
原
の
集
落
を
の
せ
て
い
る
名
草
山
南
麓
か
ら
南
に
の
び
る
古
い
砂
丘
」
と
の
対
比
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
内
原

村
に
つ
い
て
は
和
歌
山
地
理
学
研
究
会
『
伝
馬
所
の
あ
っ
た
村
―
和
歌
山
市
内
原
地
区
の
研
究
―
』（
一
九
六
三
年
）が
取
り
上
げ
て
い
る
。

（
4
） 『
和
歌
山
県
史　

近
世
史
料
三
』（
和
歌
山
県
、
一
九
八
一
年
）収
載
。
近
隣
村
落
の
村
高
は
、
三
葛
村
二
九
八
石
余（
＋
小
物
成
高
七
六
石
余
）、
紀
三
井

寺
村
五
百
八
拾
石
余（
＋
四
九
石
余
）、
内
原
村
八
〇
四
石
余（
＋
二
四
石
余
）、
毛
見
村
五
九
五
石
余
。

（
5
） 『
角
川
地
名
大
辞
典　

和
歌
山
県
』（
角
川
書
店
、
一
九
八
五
年
）の
同
村
の
項
に
は
「
元
禄
郷
帳
」
に
「
三
葛
村
枝
郷
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
元
禄
郷

帳
」
の
記
載
に
つ
い
て
は
未
見
で
あ
る
。

（
6
）名
古
屋
城
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
米
田
頼
司
氏
が
は
じ
め
て
実
景
的
な
絵
画
史
料
と
し
て
歴
史
的
な
分
析
を
し
た（「
名
古
屋
城
障
壁
画
に
描
か
れ
た
和
歌

浦
天
満
宮
と
そ
の
社
頭
」、
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
編
『
和
歌
浦
天
満
宮
の
世
界
』
清
文
堂
二
〇
〇
九
年
、
後
に
同
氏
著
『
和
歌
祭
―
風
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流
の
祭
典
の
社
会
誌
』
帯
伊
書
店
に
所
収
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
7
）と
も
に
和
歌
山
県
立
図
書
館
所
蔵
。
前
者
の
請
求
番
号
はC81.18-5

、
後
者
はC81.18-4

。

（
8
）和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
。

（
9
）名
古
屋
城
総
合
セ
ン
タ
ー
所
蔵
。
本
絵
画
史
料
の
性
格
と
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
米
田
頼
司
氏
前
掲
注（
6
）論
文
の
ま
と
め
に
よ
る
。
こ
の
襖
絵
に
描
か

れ
た
人
文
的
な
景
観
の
諸
要
素
は
実
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
襖
絵
が
全
く
抽
象
的
な
名
所
世
界
を
描
い
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
そ

の
こ
と
は
、
こ
の
襖
絵
に
描
か
れ
た
自
然
景
観
に
つ
い
て
も
実
在
的
な
も
の
で
あ
る
と
推
定
す
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
抽
象
的
理
念
的
名
所
絵
で
あ
り
、

描
か
れ
た
自
然
景
観
は
実
態
を
反
映
し
な
い
と
実
在
性
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
。

（
10
）三
重
の
塔
に
つ
い
て
は
若
干
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
室
町
桃
山
時
代
の
「
紀
三
井
寺
参
詣
曼
荼
羅
」（
紀
三
井
寺
所
蔵
。
和
歌
山
市
立
博
物
館
編
『
和
歌
浦

―
そ
の
景
と
う
つ
り
か
わ
り
―
』
二
〇
〇
五
年
）で
は
三
重
塔
で
は
な
く
多
宝
塔
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
11
）天
神
社
を
描
い
た
北
面
壁
は
お
お
む
ね
北
東
方
角
か
ら
描
い
て
お
り
、
対
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
絵
画
技
法
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

（
12
）前
掲
注（
6
）米
田
二
〇
〇
九
年
論
文
で
こ
れ
を
「
紀
三
井
寺
門
前
の
漁
師
の
家
」（
一
三
九
頁
）と
評
価
し
て
い
る
が
間
違
い
で
あ
ろ
う
。

（
13
）現
海
南
市
黒
江
古
墳
が
二
基
存
在
す
る
。
現
智
弁
学
園
が
あ
る
根
美
山
の
西
隣
の
山
。

（
14
）船
尾
山
と
毛
見
崎
の
続
き
や
、
藤
白
坂
の
峯
と
大
崎
の
峯
の
関
係
は
稜
線
の
前
後（
手
前
・
向
こ
う
）表
記
は
必
ず
し
も
正
確
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

（
15
）前
掲
注（
6
）米
田
二
〇
〇
九
年
論
文
一
三
九
頁
。

（
16
）拙
稿
「
近
世
玉
津
島
の
景
観
と
古
代
『
明
光
』
―
『
荒
磯
』
の
発
見
か
ら
―
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
八
三
号
、
二
〇
二
二
年
）三
頁
。

（
17
）元
文
五
年
「
毛
付
見
分
願
書
」（
同
年
『
諸
御
用
留
帳
』、
桑
山
家
文
書
、
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
）に
よ
る
と
同
村
の
面
積
は
新
畑

五
七
町
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）こ
の
内
第
三
の
西
瓜
栽
培
だ
け
が
後
世
に
注
目
さ
れ
、
伝
承
さ
れ
て
い
る
。『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
は
西
瓜
栽
培
の
絵
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）海
津
一
朗
氏
「「
文
明
十
一
年　

飛
鳥
井
殿
下
向
之
儀
式
」
―
惣
国
の
風
景
―
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
四
六
、
二
〇
〇
三
年
）。
ち
な
み
に
「
戸
数
一
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千
余
」（
③
）は
大
げ
さ
な
表
現
の
定
番
で
あ
る
が
、
備
後
芦
田
川
下
流
の
草
戸
千
軒
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
こ
は
中
洲
の
島
で
あ
る
が
、
中
世
海
民
の
生
業

と
そ
の
繁
栄
か
ら
は
陸
続
き
で
あ
る
必
要
は
な
く
、
布
引
も
同
様
な
想
定
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

（
20
）前
掲
注（
5
）の
よ
う
に
「
元
禄
郷
帳
」
に
あ
る
「
三
葛
村
枝
郷
」
と
の
記
載
は
布
引
島
の
無
人
化
、
荒
地
化
と
整
合
的
と
言
え
よ
う
。

（
21
）和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
、
前
掲
注（
10
）同
館
刊
行
の
図
録
『
和
歌
浦
』
に
掲
載
。
寛
文
元
年
入
植
の
始
ま
り
と
す
れ
ば
、
こ
の
絵
図
の
作
成
は
入
植
開

始
の
寛
文
元
年
よ
り
後
、
同
年
間（
一
六
六
一
〜
一
三
年
）の
遅
い
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。

（
22
）中
野
栄
治
氏
採
集
の
法
務
局
所
蔵
明
治
二
四
年（
一
八
九
一
）地
籍
図
の
小
字
。
も
と
海
峡
が
近
世
初
期
〜
前
期
に
繫
が
り
、
一
八
世
紀
初
め
に
人
工
的
な

流
路
が
作
ら
れ
、
再
び
切
断
さ
れ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
屹
立
し
た
島
で
な
く
、
不
連
続
な
低
地
が
存
在
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
23
）前
掲
注（
6
）米
田
論
文
一
三
三
頁
末
。

（
24
）和
歌
山
間
内
務
部
土
木
課
編
『
和
歌
浦
海
岸
災
害
復
旧
誌
』
一
九
一
四
年
、
二
頁
。
た
だ
し
和
歌
川
を
本
流
近
く
で
遮
断
し
た
と
い
う
事
実
は
実
証
で
き

な
い
。
誤
認
で
あ
ろ
う
。

（
25
）砂
洲
形
成
の
た
め
和
歌
浦
の
出
島
集
落
が
寛
文
期
以
前
に
移
住
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
一
六
二
〇
年
頃
作
成
の
名
古
屋
城
障
壁
画
の
考
証
に
よ
り
、
そ
の
段

階
で
は
砂
洲
が
未
形
成
で
あ
っ
た
が
、
正
保
二
年（
一
六
四
五
）の
「
紀
州
和
歌
浦
之
図
」（
東
京
藝
術
大
学
所
蔵
、
前
掲
注（
10
）図
録
に
掲
載
）に
長
大
な

砂
洲
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
間
の
寛
永
年
間
が
有
力
で
あ
る
。
前
掲
注（
16
）拙
稿
で
も
そ
の
主
旨
を
述
べ
た
が
、
一
ヶ
所
誤
り
が
あ
る
。「
近

世
以
前
の
あ
る
時
期
に
砂
洲
が
形
成
さ
れ
た
」（
一
三
頁
、
一
四
〜
一
五
行
目
）と
記
し
た
の
は
「
近
世
初
期
の
あ
る
時
期
」
の
間
違
い
で
あ
っ
た
。
首
尾

一
貫
し
な
い
表
記
が
残
っ
て
い
た
の
を
こ
こ
で
修
正
し
て
お
く
。

（
26
） 『
か
つ
ら
ぎ
町
史　

通
史
編
』
付
図
A
・
B
お
よ
び
巻
末
解
説
、
二
〇
〇
六
年
。

（
27
）そ
の
複
製（
青
焼
き
コ
ピ
ー
）が
高
橋
家
文
書
に
含
ま
れ
る
。
拙
稿
「
近
世
初
期
、
沖
積
低
地
村
落
の
景
観
と
耕
地
拡
大
」（『
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所

紀
要
』
四
三
、
二
〇
二
二
年
）

（
28
） 『
角
川
歴
史
地
名
大
事
典
』
布
引
村
の
項
。
出
典
は
「
和
歌
山
大
学
所
有
『
毛
付
達
』」
と
あ
る
が
確
認
で
き
な
い
。
と
は
い
え
元
文
五
年
〈
一
七
四
〇
〉
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「
新
畑
五
拾
七
町
余　

毛
付
」（
前
掲
注（
17
）「
毛
付
見
分
願
書
」）と
は
矛
盾
せ
ず
、
ほ
ぼ
確
実
な
事
実
と
み
ら
れ
る
。
参
考
と
し
て
掲
げ
て
お
く
。

（
29
）そ
の
海
上
の
利
用
権
範
囲
は（
護
岸
よ
り
一
〇
間
の
地
先
隔
て
て
）和
歌
村
利
用
権
海
水
面
と
接
し
て
い
る
。
昭
和
二
五
年
四
月
八
日
「
藻
屑
川
図
」（
布
引

浦
漁
業
会
長
署
名
、
服
部
龍
男
筆
写
図
面
、
神
奈
川
大
学
内
常
民
研
究
所
保
管
資
料
）

（
30
）社
地
と
そ
の
周
辺
は
海
抜
三
ｍ
の
微
高
地
に
位
置
す
る
。

（
31
）例
え
ば
前
掲
注（
27
）『
か
つ
ら
ぎ
町
史　

通
史
編
』
六
八
四
頁
、
二
〇
〇
六
年
。

（
32
）後
掲
三
葛
村
の
場
合
は
新
田
畑
に
「
○
」
を
付
け
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
図
面
作
成
方
針
と
み
ら
れ
る
。
布
引
村
に
新
田
は
な
い
。

（
33
）桑
山
家
文
書（
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
）

（
34
）寛
政
九
年（
一
七
九
七
）「
諸
御
用
通
留
帳
」（
桑
山
家
文
書
、
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研
究
所
所
蔵
）に
記
載
。

（
35
）現
在
も
東
西
に
細
長
い
土
地
形
状
は
崩
れ
て
は
い
な
い
の
で
、
東
西
の
短
小
化
は
進
ん
で
い
る
が
南
北
の
合
筆（
幅
の
拡
大
）等
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

（
36
）前
掲
注（
21
）「
和
歌
浦
図
屛
風
」
の
第
六
扇
右
下
部
に
木
製
橋
が
描
か
れ
て
い
る
。
布
引
村
側
に
は
集
落
の
一
部
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
37
）橋
本
塩
市
に
つ
い
て
は
『
橋
本
市
史　

近
世
史
料
1
』
四
九
頁
・
四
八
三
頁
。『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
〇
冊
三
〇
八
頁
。

（
38
）近
世
後
期
、『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
掲
載
の
西
瓜
畑
は
北
部
「
笠
松
」
の
東
側
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
西
側
を
排
除
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
天
秤
棒
ザ
ル

に
入
れ
て
運
ん
で
い
る
が
、
不
安
定
で
落
ち
て
割
れ
て
し
ま
う
。
分
か
り
易
さ
を
狙
っ
た
構
図
と
み
ら
れ
る
。

（
39
）前
掲
注（
17
）所
引
元
文
五
年（
一
七
四
〇
）「
諸
御
用
留
帳
」。

（
40
）前
掲
注（
10
）和
歌
山
市
立
博
物
館
編
図
録
『
和
歌
浦
』
二
四
頁
。

（
41
）拙
稿
「
近
世
和
歌
の
浦
に
歴
史
景
観
―
そ
の
形
成
と
変
容
―
」（『
和
歌
山
地
方
史
研
究
』
一
七
号
、
一
九
八
九
年
）。
小
物
成
高
は
「
紀
伊
州
検
地
高
目

録
」『
和
歌
山
県
史　

近
世
史
料
三
』
に
よ
る
。
一
八
世
紀
初
頭
期
の
市
町
前
入
江
の
塩
田
化
に
際
し
て
は
、
一
四
、
五
町
歩
に
高
五
〇
〇
石
と
あ
り
、
初

期
の
石
盛
を
一
反
二
石（
上
田
に
相
当
）程
度
と
仮
定
し
た
。
和
歌
川
の
か
な
り
上
流（
和
田
川
合
流
地
点
を
も
さ
ら
に
遡
る
）に
ま
で
海
水
が
及
び
、
近
世

初
期
の
塩
浜
は
か
な
り
上
流
に
も
存
在
し
た
。
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（
42
）三
葛
村
で
の
塩
生
産
は
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
よ
り
沖
合
に
「
塩
田
」
が
再
生
さ
れ
た
。
ま
た
紀
三
井
寺
村
沖
合
も
同
様
で
あ
る
。
初
期
的
な
「
塩

浜
」
は
対
岸
和
歌
浦（
現
秋
葉
山
南
東
、
和
歌
浦
東
地
区
）に
お
い
て
も
衰
滅
し
、
取
っ
て
代
わ
っ
て
川
沿
い
や
市
町
前
入
江
に
「
塩
田
」
が
展
開
し
た
。

な
お
、
一
九
世
紀
初
に
お
い
て
は
入
浜
式
へ
の
生
産
技
術
の
変
容
が
認
め
ら
れ
る（
和
歌
山
市
立
博
物
館
所
蔵
「
紀
州
和
歌
浦
絵
図
」、
前
掲
注（
10
）『
和
歌

浦
』
四
三
頁
掲
載
）。
一
七
世
紀
初
期
の
技
術
は
揚
げ
浜
式
で
あ
り
、
一
八
世
紀
初
期
に
は
お
そ
ら
く
入
浜
式
要
素
を
持
つ
方
式（
技
術
体
系
）へ
転
換
し
つ

つ
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。「
釣
釡
浜
」
式
と
呼
ば
れ
る
方
式
も
そ
の
一
種
で
あ
る
。
宝
永
年
間（
一
七
〇
四
―
一
一
）に
検
地
が
あ
り
、
一
反
当
た
り

五
石
で
石
盛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（『
南
紀
徳
川
史
』
第
一
〇
冊
三
〇
八
頁
）。
内
原
村
で
飛
躍
的
に
増
加
し
た
塩
田
は
半
斉
川
沿
い
の
同
村
集
落
の
東
か

ら
南（
毛
見
の
耕
地
群
と
の
間
）に
細
長
く
展
開
し
た
と
見
ら
れ
る
。
東
か
ら
下
ノ
塩
田
・
塩
入
・
前
浜
・
中
浜
・
下
浜
と
い
う
小
字
名
が
残
っ
て
い
る（
中

野
栄
治
氏
採
集
の
法
務
局
地
籍
図
小
字
）。
初
期
に
少
な
い
の
は
布
引
島
の
南
を
通
っ
て
海
水
が
激
し
く
流
入
し
、
安
定
的
で
な
く
、
こ
こ
が
閉
じ
ら
れ
る

こ
と
で
奥
深
い
入
江
へ
の
緩
や
か
な
海
水
遡
上
が
塩
田
に
適
合
的
で
あ
っ
た
と
理
解
さ
れ
る
。
前
掲
注（
3
）報
告
書
で
初
期
塩
浜
に
つ
い
て
そ
の
存
在
が

触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
宝
永
七
年（
一
七
一
〇
）亀
池
開
削
後
は
水
田
化
し
、
江
戸
末
期
に
は
無
く
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
が（
五
頁
）、
初
期
よ
り
も
大

き
く
拡
大
し
た
一
六
一
石
余
の
小
物
成
高
の
存
在
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

追
記

一
、
一
九
九
四
年
三
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
和
歌
山
地
方
史
研
究
会
春
季
例
会
「
名
草
山
・
名
草
浜
の
歴
史
的
環
境
を
考
え
る
」
で
、「
江
戸
・
明
治
期
、
布

引
地
区
の
景
観
と
農
業
」
と
い
う
報
告
を
行
っ
た
。
本
稿
は
そ
の
報
告
を
も
と
に
し
て
い
る
。
故
小
山
靖
憲
氏
が
布
引
村
耕
地
絵
図
を
必
ず
論
文
化
す
る
よ

う
に
筆
者
に
伝
え
ら
れ
た
。
遅
ま
き
な
が
ら
本
稿
に
お
い
て
よ
う
や
く
そ
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。

二
、
名
古
屋
城
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
名
古
屋
城
の
障
壁
画
の
原
画
写
真
の
提
供
を
受
け
、
布
引
村
・
三
葛
村
両
村
の
耕
地
絵
図
面
は
和
歌
山
県
立
図
書
館
で
閲

覧
し
、
写
真
撮
影
の
許
可
を
得
た
。
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
い
ず
れ
も
ト
レ
ー
ス
図
の
方
が
分
析
論
点
を
提
示
し
や
す
い
と
考
え
、
写
真
を
下
敷
き

に
し
て
鉛
筆
書
き
で
自
作
し
た
ト
レ
ー
ス
図
を
掲
示
し
た
。
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